
　三戸町は、青森県南部に位置し、南は岩手県、
西は秋田県との県境に位置しています。町の中央
を国道４号、国道104号が交差するほか、青い森
鉄道も町内を縦断しており、三戸地方の交通の要
となっております。
　三戸城跡城山公園は、桜の名所・町民の憩いの
場としても愛されており、公園内にある「三戸城
跡」は、令和４年３月に国史跡指定されました。
戦国時代に北奥羽一帯を治めた三戸南部家の拠城
となっており、そのため城下町として栄えた古い
歴史を有する町でもあります。

　平成29年４月に県内で最初の併設型小中一貫三
戸学園を開校し、町独自のカリキュラムで心豊か
でたくましい児童生徒を育んでおり、１年生から

三八上北森林管理署

青森県三戸郡三戸町
の英語教育や５年生からは教員の専門性を活かし
た技能教科（音楽、図工、家庭科、体育）を中心
に、中学校教員の乗り入れ授業を行っております。
　町出身で漫画家の故馬場のぼる氏の代表作であ
る「11ぴきのねこ」によるまちづくりを進めて
おり、石像の設置をはじめ、町のいたるところに
「11ぴきのねこ」がおり、全国から多くのファ
ンが来町しております。

　町の東側にある名久井岳のふもとでは、寒暖差
が大きく果樹栽培に適しているため、リンゴ、サ
クランボ、モモなどのさまざまな果物が収穫され
ます。また、かつては「やませ」という偏東風の
影響で水稲栽培が困難であったことから、麦やそ
ばといった「粉もの」の食文化が発達しました。
「くしもち」、「せんべい汁」、「ひっつみ」、「つつ
け」などが代表的です。「道の駅さんのへ」、
「SAN・SUN産直ひろば」などで味わってみて
はいかがでしょうか。

お問合せ先：三戸町まちづくり推進課　Tel.0179-20-1117

  国史跡指定された「三戸城跡」

小中一貫校三戸学園の全校集会   三戸名物「くしもち」

11ぴきのねこの石像
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さんのへ ぐん さんのへ まち

　男鹿市は秋田県臨海部のほぼ中央、日本海に突
き出た男鹿半島の大部分を占めています。青い海
と緑の山々、そして深淵な湖と変化に富んだ美し
い自然景観は男鹿国定公園の指定を受けています。
　男鹿といえば「なまはげ」。「泣ぐ子はいねが
～」と鬼の面と藁で作った衣装をまとい、家々を
回り厄払いをする、この民俗行事は、国の重要無
形民俗文化財で、ユネスコ無形文化遺産にも登録
されています。「なまはげ館」では、男鹿市内の
なまはげが勢ぞろいしており圧巻の迫力です。隣
接する男鹿真山伝承館では、大晦日に行うナマハ
ゲ行事の再現を体験することができます。

　入道崎は男鹿半島の最北端に位置し、緑の大地、
青い空、そして広大な日本海を望むことができま
す。一角には「日本の灯台50選」に選ばれている
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秋田県男鹿市
「入道埼灯台」があり、灯台には登ることもでき
ます。入道崎は北緯40度線上にあることから、そ
れを印した安山岩のモニュメントが配置されてお
り、他にも名物「石焼料理」が味わえる飲食・土
産店があります。
　寒風山は標高355mの火山で、360度の大パノ
ラマを楽しむことができます。頂上には回転展望
台があり、一回転13分で絶景を満喫できます。
大半が芝生で覆われており、毎年４月に山焼きを
行ってその姿を保全しています。芝生山の寒風山
はパラグライダーのメッカでもあります。パラグ
ライダースクールもあり、誰でも気軽に空中散歩
を体験できます。

　鵜ノ崎海岸は「日本の渚100選」に選ばれている
美しい海岸です。沖合まで浅瀬のため、干潮時に
は200ｍほど沖まで歩くことができます。また、円
球状の「小豆岩」をみることもできます。穏やか
な天気の日には海面が鏡のように風景を映し出す
ことから「秋田のウユニ塩湖」と呼ばれています。

お問合せ先：男鹿市観光協会　Tel.0185-24-4700

  なまはげが勢ぞろいする「なまはげ館」

寒風山の回転展望台

灯台がある入道崎 浅瀬が続く鵜ノ崎海岸
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